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地方創生における
地域エネルギー事業の意義

（東北地方を中心に）
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渡邉 浩文
東北工業大学 教授

対談

3.11東日本大震災から4年
三浦　東日本大震災から 4 年が経過

しました。現地の人間として色々と

感じたこと、考えたこと、あるいは

取り組んできたことなどがたくさん

あったかと思いますが、振り返って

みていかがですか。

渡邉　そうですね。本当にたくさん

のことがあります。例えば、僕は震

災後、6 月に仙台市の「震災復興検

討会議」という復興計画をつくるた

めの委員会の委員になりました。当

時政府からは一刻一秒でも早く復興

を果たすというような話が出ていま

したが、実は個人的にすごく違和感

を持っていたのを覚えています。ま

だ後片付けも、総括も終わっていな

い時期です。それなのに、もう次の
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話が出ていて、地元の人間としては、

そんなに短期間では何も進まないの

にという印象を強く持っていました。

　震災復興検討会議は、土地利用を

制限する「災害危険区域」を決めた

というのが一番大きかったのですが、

とにかく急いで物事を決めなければ

いけなくて、丁寧に議論できたとこ

ろと、ほとんど議論できなかったと

ころがあったという少し残念な気持

ちも残っています。

　エネルギーについて言えば、長引

いた停電の話と、原発事故の話がご

ちゃ混ぜになって扱われてしまって

いたなと感じています。本来違う次

元の事柄のはずですが、それが太陽

光発電を整備していくというところ

に一本化されてしまったところが残

念だと思っています。

三浦　僕は震災後、最初にお手伝い

に行ったのが、気仙沼市の大沢地区

でした。地元の人たちが自治体から

自立した形で自ら高台移転を検討す

るという取組みを始めるということ

で、縁あって、大学として支援しよ

うということで行ったんですね。

　専門分野であるエネルギーの部分

で何とかお手伝い出来ればと思いま

したが、まずは何といっても移転の

問題が片付かないとエネルギーの話

まで手を広げられないという状況で、

その時に、具体的に動くというとこ

ろまではなかなかいけないなと痛感

しました。住民の人も、原発の問題

があったので、頭の片隅にはあった

ようでしたが、難しい段階でしたね。

渡邉　確かに、住むところの問題が

解決しなければ、次のことに手をつ

けるなんて出来なかったですよね。

三浦　もともと東北地方の多くの地

域は、過疎化しているところに地震

で追い打ちを掛けられたという状況

です。ですから、まずは住む場所の

確保、そしてそこに住み続けるため

の仕事の確保、その 2 つが最優先で、

エネルギーの話はその次に考えるこ

となんですよね。

東北復興と地方創生の関わり
三浦　ただ、地震を契機として、今

はかつてないくらい、行政に頼らず

自立しなければならないという動き

が、あちこちの地域から出始めてい

ると感じています。

渡邉　僕もそこは、大きく変化した

ポイントだと思っています。

三浦　そういう中で、最近は「地方

創生」という大きな政策の動きが出

てきて、地方での取組みに補助金が

いっぱい付くようになりました。補

助金漬けになってしまうと、自立で

きない部分も出てきますので難しい

ところはあるのですが、地方が生き

ていくためには、お金も人も時間も

必要です。国に用意されたメニュー

の中から選ぶというのではなく、そ

の補助金をうまく活用することで、

自分たち地域・街をもう 1 回つくっ

ていくという発想も必要です。

　そういう意味で、「自立」が大事

なキーワードとなっていて、コミュ

ニティとしての自立、経済的な自立

をしていかなければならない。その

ためには、エネルギー的にも自立を

していくとよいのではないかと考え

ています。非常時のエネルギー的な

自立の必要性は、皆さん十分に理解

されました。さらにこの復興を機に、

インフラ整備なども含めて自立型の

地域エネルギーシステムをつくって

いけるとよいと思います。

　自治体や、僕ら研究者がサポート

してという形にはなると思いますが、

その地域の人たちでプランをつくっ

ていくことが重要だと思っています。

渡邉　被災地の復興と、地方創生と

いうのは、まさにそこで関わりが出

てきますね。
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　何か物をつくることでいい地域な

り社会ができるということではなく、

やはり震災で人間関係から何から何

までみんなズタズタになってしまっ

ているので、改めて地域をつくって

いくということを目標とする。その

プロセスの中で、使える補助金を活

用していく。エネルギーというか電

気や熱といった問題も、地域を育ん

でいくのに役立つのであれば、そう

いう道具としても取り組んでいけば

いいと思います。

地域経済再生に森林バイオマスを
渡邉　山形県では、里山というか、

山林の方の話になってしまうのかも

しれませんが、若い方々も含めて、

薪の利用、バイオマス活用を相当や

っていらっしゃいますよね。

　仙台でも、震災直後、電気もガス

も止まってしまった中で、寒さをし

のぎたい、何か食べたい、というこ

とがあって、15 年とか 20 年ぶりに

薪ストーブを出してきて使ったとい

う方が結構いました。震災をきっか

けに、薪などの地域のエネルギー資

源の大切さが見直されています。

三浦　仙台では昔、山から薪を運ぶ

のに広瀬川を使っていたんです。つ

まり、川がエネルギーのインフラだ

ったんですね。森林資源を使ってい

くには、やはりインフラが必要です。

しかし現代では、皆さんが薪を焚い

て暮らすわけにはいきませんので、

地域熱供給（地域冷暖房）みたいな

インフラが必要になってきます。

　ただ、日本の熱供給事業は、大都

市ばかりで、地方、特に東北地方に

はほとんどなくて、その存在もあま

り知られていません。ですから、復

興の中で地域熱供給をやるという発

想も出てこないんだと思います。

渡邉　東北の熱供給事業は 2 地区だ

けですからね。

三浦　私が地方創生関連で委員を務

めている「自治体主導の地域エネル

ギーシステム整備研究会」は、国交

省ではなく、市町村と関連が強い総

務省で行なわれています。郊外であ

ったり、地方の山村部といった所ま

で含めてエネルギー問題を考えよう

ということで議論をしているのです

が、被災地にも山村はたくさんあり

ますし、過疎の問題を抱えていると

ころも多いわけです。エネルギーの

自由化も進められている時期ですか

ら、日本の国土の 7 割を占める山の

資源をエネルギーに利用することで、

雇用創出を含めた過疎対策が可能で

はないかということが議論されてい

ます。

　そのように、森林バイオマスのよ

うな再生可能エネルギーを使うと、

今までは日本では成立しないと言わ

れてきた小規模の地域熱供給も、議

論の前提が違ってきますので、地方

都市で新しい形の地域熱供給が実現

できるのではというのが、この研究

会の狙っているところだと思います。

渡邉　バイオマス活用は、山形県内

でも活発な地域とそうでもない所と

いうのがあるのですか。

三浦　バイオマス活用は、小さな町

に行けば行くほど注目度が高いです。

それをやるしかないという状態とも

言えます。

　山形県の事例ではないですが、最

近は北海道の下川町も有名ですね。

森林都市ということで、とにかく森

林で食べていく、バイオマス活用を

やっていくと取り組んでいる町です。

そういう取組みは、都市よりも、地

域経済や地域の雇用に危機感を持っ

ている町村レベルで活発です。そう

いう危機感への対応は、地方創生の

流れとも重なってきます。

　地球温暖化ではなかなか動かなか

ったところでも、そういう話には強
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い説得力がありますから、エネルギ

ー施策に取り組むようになります。

渡邉　地方の自立ということが大き

な課題としてある中で、まずはその

自治体がどうやって食べていくか、

存続していくか、ということを考え

なければいけないわけですね。

三浦　販売先の開拓をしなければな

らない農業の 6 次産業化や、地域外

の人を呼び込んでこなければならな

いレジャー施設づくりなどよりも、

その地域に確実に需要があるエネル

ギー事業をやるほうが、地域外から

供給されているエネルギーを地元の

ものに置き替えればいいだけですか

ら、外れのない計画となります。

　例えば山形県の最上町は人口が 1

万人ほどで、エネルギー支出が 20

億円あります。そのうち、5 億円く

らいある石油代を地元の木材に置き

換えるという計画をつくれば、経済

的なメリットは明確ですし、見通し

の確実性も高いものとなります。そ

ういう経済的な話とエネルギーの話

は結構親和性が高くて、地域活性化

の目玉にしやすいので、いま「あな

たのまちのエネルギー支出はいくら

か」という言い方で、話題にされる

ことが多くなっています。

地域エネルギー事業から自治へ
三浦　最近は、地域のエネルギー会

社みたいなものを設立するという動

きも活発化していて、全国的にそう

いう会社が出来てきています。

　東北でも福島県に「会津電力」が

出来たり、岩手県では、紫波町で

「紫波グリーンエネルギー」という

化できればいいなと思っています。

渡邉　歴史的な背景もあるのかもし

れませんが、ヨーロッパでは、どこ

の国のどこの地域の方々も自立の意

識が強いですよね。

　東北というのは、江戸時代は米沢

藩、伊達藩、盛岡藩など、中央幕府

から自立した経済圏を築いていまし

たから、素地はあるように思います。

三浦　東北地方とヨーロッパは、気

候風土も割と共通するところがあり

ますから、下手に東京のまねをする

よりは、ヨーロッパの地方都市を参

考にしたほうがずっといいですよね。

　自治体の関わり方としては、そう

いう地域のエネルギー会社づくりを

地方創生における地域エネルギー事業の意義（東北地方を中心に）

会社が出来て、バイオマス地域熱供

給を始めました。そういう実践の段

階になりつつあります。

渡邉　地元の人たちが、自分たちで

出来るというのがとても大切だと思

いますが、これなら出来ると思える

ような仕組みなども、仕込んでいか

ないといけないでしょうね。

三浦　ヨーロッパでは、本当に小さ

な村で、地元の農家のおじさんたち

が地域熱供給をやっています。それ

を見て、普通の人でも出来ると実感

しました。特に地方では「エネルギ

ー革命を起こしているのは農家だ」

みたいな雰囲気もありました。日本

でも、そういう取組みで地域を活性
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応援していくような新しい仕組みが

必要かもしれません。

渡邉　具体的にはどんなことが考え

られますか。

三浦　経済的な支援、ノウハウの提

供といった人的な支援ですね。さら

に地域熱供給みたいなことをやるな

らば、インフラというハードの整備

は、民間事業者だけでは出来ません

から、公共が関わらざるを得ない部

分になってくると思います。

渡邉　熱供給事業レベルの重い安全

確保の条件を求められたり、大規模

なインフラをつくるというのではな

く、やはりもう少し小さな集落を対

象とした、小単位の温泉配湯組合の

ようなシステムであれば、実現の可

能性が高くなるように思います。

三浦　そうですね。あと、地方では

需要家を探すところが大変だと思い

ますので、例えば熱需要が大きい行

政施設に需要家になってもらうとい

った協力の仕方もあると思います。

渡邉　それはありますね。

三浦　日本の熱供給事業だと21GJ/h

以上といった基準がありますが、ヨ

ーロッパではその 1/10 以下という

小さな単位で、地域熱供給があちこ

ちでやられています。需要家の件数

で言えば、小さいところだと 10 軒

以下のところもあります。

　日本でも、住宅設備の延長みたい

な感じで、それこそ導管敷設も民地

を利用したり、自分たちの重機でや

ってしまうなんてことでもいいと思

います。そうしたら人件費もかなり

軽減できます。

渡邉　面白いですね。

三浦　やはり電力より熱のほうが需

要量が大きいので、まず熱が配れる

状態をつくっていくこと。そして、

今後の技術開発によって効率が高く

なれば、バイオマス発電によるコジ

ェネという選択も考えていけばよい

と思います。

渡邉　いずれにせよ、せっかく東京

のほうで、地方創生と言ってくださ

っているわけですから、これに乗ら

ない手はないですね。地方では、地

域のエネルギーというものも合わせ

て考えていくということが、自立に

つながる。そういうことですね。

三浦　やはり大事なのは地域の自立

です。それはエネルギーの自立から

スタートするとうまくいく可能性が

あるように思います。自分たちで自

分たちのことを考えて、実際に自ら

の手で進めていく。そこが一番大事

です。「自給」によって「自治」の

意識も芽生えていくように思います。

　あとはエネルギー的な問題で、電

気だけではなくて、熱をどうするか

というのは、特に東北では大きなテ

ーマになってくると思います。その

時にバイオマスは大きな要素の一つ

になりますし、復興を進めていく中

で、今まで日本になかったような新

しい地域熱供給の仕組みを生み出し

ていく。それがすごく大事なことで

はないかと思います。


